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冬至の日（12月 21日 月曜日） 

冬至は、一年で最も昼が短くなる日です。ビタミン A の豊富なかぼちゃは、風邪予防に役立

つとして、夏に採れたものを保存し、この時期に食べるようになったとも言われています。 

保育園では、21日の昼食で『冬至かぼちゃ』を予定しています。風邪をひかないで、元気にこ

の冬を乗り切れるように、みんなで味わいたいと思います。 

                                        

令和２年 12月号 中山保育園 

〈畑の大根〉 

 ９月末にうさぎぐみでまいた大根の種が、日

に日に大きくなっています。今年は鳥に食べら

れることなく葉がふさふさと成長し、土の中で

の大根も大きくなっています。収穫時期を調べ

て見たら、秋まき大根は種まき後６０～９０日

で外葉が垂れて中心の葉が開いてきたときが

適期となっていました。12月 25日あたりが

その日になっています。その前に試し掘りをし

ますが、大きくなった大根を年内に食べること

ができたらいいですね。 

        
 

 

 

  

体をあたためましょう 

 外は寒く、風邪などが流行る季節にな

りました。寒い冬は土の中にできる根野

菜や寒い地方で採れる果物・色の濃いも

のなど、体を温める食べ物を食べて体の 

内側からしっかり温まりましょう。根野

菜たっぷりの温かい具沢山みそ汁を食

べて寒い冬を元気に乗り切りましょう。

意外に根野菜のクリームシチューも美

味しくいただけますよ 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～伝統食（おせち）について 

日本の伝統食の一つに『おせち』があります。おせち料理とは 3月 3日、

5 月 5 日のような節句に作られる料理のことです。節句のうち最も重要な

のが正月であることから、現在は正月料理を指すようになりました。家族

揃ってゆっくり過ごせるよう保存のきく料理を作ったといわれています。

地域や家庭によっておせち料理の内容は違いますが、料理を通して健康や

幸せ、豊作を願う心は同じです。是非、ご家庭でも日本の伝統食を伝えて

いきましょう。12月 2５日の昼食は、おせちに近い食事にしています。 


